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〔
参
加
者
の
感
想
〕 

一
日
も
早
く 

き
れ
い
な
空
気
を 

私
も
初
め
て
そ
の
中
に
加
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

大
会
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

り
行
わ
れ
大
勢
の
方
々
の
お
話

を
聞
き
、
よ
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。 

 

 

認
定
患
者
の
大
き
な
課

題
は
「
自
動
車
重
量
税
か
ら

の
繰
り
入
れ
期
限
」
の
延
長

を
勝
ち
取
る
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
問
題
で
環
境
省
の

見
解
は
、「
患
者
さ
ん
に
迷

惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
」「
繰
り
入
れ
期
限
を

延
長
す
る
方
向
で
法
案
を

準
備
し
て
い
る
」
と
、
第
四

二
回
全
国
公
害
被
害
者
総

行
動
の
話
し
あ
い
の
中
で

回
答
を
得
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
財
界
は
、
自
動

車
会
社
を
先
頭
に
、
重
量
税

廃
止
の
攻
撃
の
手
を
強
め

て
き
て
い
ま
す
。 

 

油
断
す
る
こ
と
な
く
、
注

視
し
な
が
ら
全
国
の
仲
間

と
手
を
携
え
て
、
頑
張
り
抜

く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

秋
か
ら
の
た
た
か
い
の
重
点
は
、
①
来
年
三
月
三
一
日
で
繰
り

入
れ
期
限
を
迎
え
る
「
自
動
車
重
量
税
か
ら
の
繰
り
入
れ
期
限
の

延
長
」
を
か
ち
と
る
こ
と
、
②
新
た
な
大
気
汚
染
公
害
被
害
者
の

新
た
な
医
療
費
救
済
制
度
の
実
現
で
す
。 

秋
か
ら
の
た
た
か
い
の
重
点
課
題 

（
左
の
写
真
は
、
森
本
英

香
事
新
務
次
官
（
真
中
）

と
就
任
あ
い
さ
つ
で
懇

談
） 

 

る
法
案
と
し
て
、
国
会
で

議
論
を
し
て
も
ら
う
よ
う

働
き
か
け
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

現
在
、
衆
議
院
で
自
民

党
二
人
、
民
進
党
一
二
人
、

共
産
党
五
人
の
計
一
九

人
、
参
議
院
は
自
民
党
一

人
、
民
進
党
三
人
、
共
産

党
一
人
、
自
由
党
一
人
、

社
民
党
一
人
の
計
七
人

で
、
合
計
二
六
人
で
す
。 

救
済
を
求
め
る
署
名
は
、
五
万

筆
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
の
到
達
は
、
二
万
筆
の

署
名
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

目
標
達
成
ま
で
、
あ
と
三
万
筆

で
す
。
み
ん
な
の
力
で
、
目
標
を

や
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

で
す
。 

 

こ
の
課
題
で
の
具
体

的
な
運
動
は
、
①
署
名
を

集
め
る
こ
と
（
川
崎
の
、

五
万
筆
が
目
標
）、
②
請

願
署
名
を
国
会
に
提
出

す
る
た
め
の
紹
介
議
員

を
集
め
る
こ
と
で
す
。 

 

今
回
は
、
国
会
議
員
の

中
に
「
ぜ
ん
息
患
者
の
救

済
制
度
」
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
議
員
の
方
々
に
「
議

員
連
盟
」
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
、
議
員
が
提
出
す 

   

 

 

第
二
の
課
題
は
、

「
新
た
な
大
気
汚
染

公
害
被
害
者
の
医
療

費
救
済
制
度
」
の
実
現 

重
点
は
「自
動
車
重
量
税
」と 

 
 

「ぜ
ん
息
患
者
救
済
制
度
」の
実
現 

 

患
者
会
で
は
、
毎
月
一
回
、
国

会
議
員
要
請
行
動
を
取
組
ん
で

い
ま
す
。 

 

要
請
行
動
の
中
で
、
自
治
体

や
地
方
議
会
か
ら
の
「
制
度
創

設
を
求
め
る
」
意
見
書
な
ど
が

国
に
提
出
さ
れ
る
と
、
大
き
な

力
に
な
る
と
紹
介
議
員
を
承
諾

し
て
い
た
だ
い
た
国
会
議
員
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

患
者
会
で
は
、
川
崎
市
議
会 

の
各
会
派
と
懇
談
会
を
お
こ
な

い
、
意
見
書
提
出
の
要
請
を
し

て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

 

川崎公害病患者と家族の会 

第４６回定期総会のお知らせ 
 

 前回の定期総会から、早１年が経過をしました。この一

年間の運動をふりかえって、前進したことは、さらに発展

させなければならないことはなにか、みんなの力で目標を

決め、方針をつくる大切な総会です。必ず、出席してくだ

さい。 

 

記 

 

日 ２０１７年１０月２１日（土） 

  １３時３０分～ 

 

場所 教育文化会館  

第２・３学習室（４階） 
 

川崎公害病患者と家族の会の会員をふやしましょう！ 

病院の待合室で、ご近所で、お友達、知人で「ぜん息」で困っている人は

いませんか？ 

 川崎市がぜん息治療の２割分を補助してくれる制度を知らない患者さ

んが、まだ、たくさんいます。患者会では、手続きの方法など相談活動を

行っています。ぜん息でお困りの方がいましたら、今すぐ患者会に。 

電 話 ０４４－２１１－０３９１（川崎南事務所） 

    ０４４－８３３－９６０１（川崎北部事務所） 

    

 



 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈
九
月
の
予
定
表
〉 

 

一
日 

首
都
圏
救
済
懇 

四
日 

市
民
連
絡
会
事
務
局
会
議 

 
 
 

神
奈
川
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
支
援
共
闘
幹
事
会 

五
日 

川
崎
合
同
五
〇
周
年
実
行
委
員
会 

六
日 

横
浜
患
者
会
会
議 

 
 
 

幸
区
昼
食
会 

七
日 

第
八
回
幹
事
会 

 
 
 

市
役
所
前
宣
伝
行
動 

 
 
 

文
化
祭
実
行
委
員
会 

一
一
日 

横
浜
市
役
所
前
宣
伝 

 
 
 
 

神
奈
川
救
済 

 
 
 
 

禰
屋
町
子
さ
ん
を
囲
む
会 

一
三
日 

コ
ー
ラ
ス
練
習
日 

 
 
 
 

東
有
馬
昼
食
会 

一
四
日 

第
八
次
国
会
議
員
要
請
行
動 

 
 
 
 

文
化
祭
実
行
委
員
会 

一
五
日 

小
田
昼
食
会 

一
六
日 

今
こ
そ
憲
法
を
学
ぼ
う 

二
一
日 

田
島
昼
食
会 

二
三
日 

原
発
の
深
層
に
迫
る
！
ス
ペ
シ
ャ
ル
学
習
会 

二
七
日 

大
師
昼
食
会 

二
八
日 

コ
ー
ラ
ス
練
習
日 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

第
六
三
回
、
日
本
母
親

大
会
は
岩
手
県
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
古
く
は
、
蝦

夷
の
ア
テ
ル
イ
が
大
和
朝

廷
と
戦
い
が
あ
り
、
ま
た
、

宮
沢
賢
治
や
石
川
啄
木
と

い
う
日
本
を
代
表
す
る
文

豪
を
生
ん
だ
地
で
も
あ
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
沢
内
村
（
現
西

和
賀
町
）
所
で
は
、
乳
幼

児
死
亡
率
が
日
本
一
で
し

た
が
、
乳
幼
児
死
亡
率
ゼ

ロ
を
掲
げ
、
実
現
し
た
村

と
し
て
も
有
名
で
す
。 

大
会
の
冒
頭
で
は
、
岩
手
県

知
事
、
盛
岡
市
長
の
二
人
が

激
励
の
た
め
出
席
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

 
今
回
の
参
加
者
は
、
延
べ

一
万
人
を
超
え
る
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の

数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

「
生
命
を
生
み
出
す
母
親

は 

生
命
を
育
て 
生
命

を
守
る
事
を
望
み
ま
す
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
年
齢
を
超

え
、
地
域
で
奮
闘
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
と
触
れ
合
え
た

こ
と
で
元
気
を
も
ら
う
こ 

 
 

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

患
者
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
ぜ
ん
息
患
者
の
医
療
費
助

成
制
度
を
求
め
る
」
署
名
を
返

信
用
封
筒
に
入
れ
た
三
〇
〇

セ
ッ
ト
を
、
全
国
の
仲
間
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

全
国
の
仲
間
か
ら
も
ら
っ

た
パ
ワ
ー
を
、
こ
れ
か
ら
の
運

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

九
月
一
七
日
（
日
）、
海
老

名
で
神
奈
川
県
の
母
親
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
会
員
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
丹 

 

操
） 

増
大
し
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２
の

大
量
排
出
企
業
は
川
崎
で
い

え
ば
Ｊ
Ｆ
Ｅ
（
日
本
鋼
管
）、

東
京
電
力
、
石
油
化
学
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
な
ど
、
川
崎
公
害

裁
判
の
被
告
が
ず
ら
り
と
並

び
ま
す
。
公
害
も
地
球
温
暖

化
も
根
っ
こ
は
同
じ
で
す
。 

誰
で
も
ど
こ
で
も
節
電
、

省
エ
ネ
を
実
行
し
、
「
脱
原

発
」「
脱
炭
素
社
会
」「
脱
環

境
破
壊
」
の
実
現
の
た
め
に
、

ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え
、
国

や
自
治
体
の
責
任
を
追
及
し

続
け
る
運
動
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
と
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。 

（
堀
田 

恵
子
） 

 

 

 

 

「
日
本
母
親
大
会
」が
八
月

一
九
（
土
）
～
二
〇
日
（
日
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
、一
日

目
分
科
会
、二
日
目
全
体
会

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
盛
岡
市
内
の
二

会
場
で
全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
が
二
五
の

分
科
会
で
問
題
意
識
を
共

有
し
、「
核
兵
器
の
な
い
平

和
で
明
る
い
未
来
を
子
ど

も
た
ち
に
」と
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。川
崎
市
か
ら

は
六
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

分
科
会
の
ほ
か
に
三
・
一
一

「
東
日
本
大
震
災
」
の
被
災

地
訪
問
が
岩
手
県
陸
前
高

田
市
、
宮
城
県
石
巻
市
、
福

島
県
相
馬
市
の
三
県
で
前

日
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

上
一
四
五
ｍ
に
達
し
た
津

波
到
達
地
点
を
見
て
、「
あ

ん
な
と
こ
ろ
ま
で
…
」
と
全

員
が
息
を
の
み
、「
人
の
力

じ
ゃ
ど
う
に
も
な
ら
ん
」
と

改
め
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ

を
実
感
し
て
「
周
囲
に
伝
え

た
い
」
と
思
い
を
語
り
ま
し

た
。 

二
五
の
分
科
会
は
「
子
ど
も
・
教

育
」「
く
ら
し
・
権
利
」「
女
性
と

人
権
」「
平
和
と
民
主
主
義
」「
特

別
企
画
（
啄
木
、
賢
治
と
憲
法
）、

な
ど
に
大
分
さ
れ
、
私
た
ち
は
「
く

ら
し
の
問
題
」
の
中
の
「
青
い
地

球
を
守
ろ
う
～
地
球
温
暖
化
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
、
地
球
温

暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め

に
「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
さ
れ
ま

し
た
が
、
日
本
の
政
府
は
ま
さ
に

逆
行
し
て
、
石
炭
火
力
発
電
所
の

建
設
計
画

4
5

基
を
発
表
し
ま
し

た
。
石
炭
火
力
が
増
え
る
と
Ｃ
Ｏ

２
だ
け
で
は
な
く
、
ぜ
ん
息
発
症

の
原
因
物
質
で
あ
る
Ｓ
Ｏ
２
、
Ｎ

Ｏ
２
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質
も 

 

「
岩
手
日
報
」
よ
り 

 


